
　

　
脳
梗
塞
と
は
、
脳
の
血
管
が
詰
ま
り
脳

の 

一 

部
が
死
ん
で
し
ま
う
病
気
で
す
。
脳
出

血
や
ク
モ
膜
下
出
血
は
、
脳
の
血
管
が
破
れ

て
血
液
が
漏
れ
だ
し
脳
の
組
織
が
破
壊
さ
れ

る
病
気
で
す
。
脳
梗
塞
・
脳
出
血
・
ク
モ
膜

下
出
血
を
ま
と
め
て
脳
卒
中
と
言
い
ま
す
。

以
前
は
高
血
圧
を
背
景
に
し
た
脳
出
血
が
多

か
っ
た
の
で
す
が
、
現
在
で
は
脳
梗
塞
が
脳

卒
中
全
体
の
75
％
を
占
め
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
Ｃ
Ｔ
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
の
普
及
に
よ
り
診
断

精
度
が
格
段
に
向
上
し
、
治
療
法
も
次
々
に

進
歩
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
こ
れ
ら
脳
梗
塞

の
治
療
は
、
脳
梗
塞
が
起
こ
っ
て
か
ら
時
間

が
あ
ま
り
経
っ
て
い
な
い
時
に
し
か
行
え
ま

せ
ん
。
効
果
が
あ
る
か
ど
う
か
に
は
時
間
的

な
制
約
が
大
い
に
関
係
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

　
特
に
ｔ
‐
Ｐ
Ａ
治
療
（
ｔ
‐
Ｐ
Ａ
と
い
う
血

栓
を
溶
か
す
作
用
の
あ
る
薬
剤
を
静
脈
注
射

す
る
治
療
方
法
）
は
、
脳
梗
塞
が
起
こ
っ
て

か
ら
4
時
間
半
以
内
、
カ
テ
ー
テ
ル
（
細
い

管
）
を
使
っ
て
詰
ま
っ
た
血
栓
を
除
去
す
る
血

管
内
治
療
は
、
起
こ
っ
て
か
ら
8
時
間
以
内

の
患
者
さ
ん
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
こ
の
限

ら
れ
た
時
間
内
に
、
い
か
に
早
く
専
門
病
院

を
受
診
し
治
療
を
受
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
が
、

そ
の
後
の
経
過
を
大
き
く
左
右
し
ま
す
。

　
で
す
か
ら
、
図
に
示
す
よ
う
な
症
状
が
急

に
起
き
た
際
は
、
可
能
な
限
り
早
く
専
門
病

院
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
直
ち
に
１
１
９
番

に
電
話
し
て
救
急
車
を
呼
び
、
専
門
病
院
で

診
て
も
ら
う
こ
と
で
す
。
重
症
の
場
合
は
も

ち
ろ
ん
、
軽
症
と
思
わ
れ
る
時
も
救
急
車
を

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
は 

一 

刻
も
早
く

搬
送
す
る
た
め
で
あ
り
、
ま
た
搬
送
途
中
で

症
状
が
悪
く
な
る
危
険
性
も
あ
る
か
ら
で
す
。

　
小
牧
市
民
病
院
で
は
、
２
０
１
７
年
は
脳
梗
塞
患

者
さ
ん
を
約
３
８
０
名
入
院
対
応
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
愛
知
県
内
の
病
院
で
は
5
番
目
に
多
く
、
尾
張

北
部
の
専
門
病
院
で
は
最
大
の
症
例
数
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
し
か
し
残
念
な
が
ら
、
先
ほ
ど
述
べ
た

ｔ
‐
Ｐ
Ａ
治
療
や
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
を
行
う

上
で
最
も
効
果
が
高
い
と
さ
れ
る
、
発
症

3
時
間
以
内
の
受
診
率
は
約
40
％
と
全
国
平

均
値
と
は
変
わ
ら
な
い
も
の
の
、
発
症
後

1
日
以
上
を
経
て
来
院
さ
れ
る
方
が
3
分
の

1
近
く
も
あ
り
、
こ
れ
は
全
国
平
均
値
よ
り

悪
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
患
者
さ

ん
は
、
症
状
が
出
て
も
ご
自
分
や
ご
家
族
の

判
断
で
様
子
を
み
て
し
ま
い
、
結
果
と
し
て

受
診
ま
で
の
時
間
が
遅
く
な
り
、
適
切
な
治

療
が
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
万
が 

一 

脳
卒
中
・
脳
梗
塞
の
症
状
が
出
現

し
た
と
き
は
、 一 

刻
も
早
く
専
門
病
院
を
受
診

し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
こ
の
機
会
に
覚
え
て

お
い
て
下
さ
る
と
幸
い
で
す
。

神
経
内
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リ
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リ
テ
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シ
ョ
ン
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長
医
師　

千
田
　
譲　

脳
梗
塞
と
思
っ
た
ら
早
め
に

専
門
病
院
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受
診
を
！

健
康
通
信〜

小
牧
市
民
病
院
よ
り
〜

　
問
合
先
　
市
民
病
院
（
☎
76
・４
１
３
１
）

お
知
ら
せ

information
市
民
病
院
職
員
募
集

◆
助
産
師
・
看
護
師

採
用
予
定
人
数
　
40
人
程
度

受
験
資
格
　「
助
産
師
ま
た
は
看
護
師
資
格
取
得
者
」、

「
平
成
31
年
３
月
助
産
師
ま
た
は
看
護
師
資
格
取

得
見
込
者
」

対
象
　
昭
和
44
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

勤
務
　
病
棟
勤
務　
３
交
替
と
２
交
替

　
　
　
外
来
・
手
術
室
勤
務　
２
交
替

勤
務
開
始
日
　
平
成
31
年
4
月
１
日
採
用

提
出
書
類　
①　
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）

　
　
②　
卒
業
証
明
書
ま
た
は
卒
業
見
込
証
明
書

　
　
③　
資
格
免
許
証
の
写
し
（
資
格
取
得
者
の
み
）

試
験
日
時
　
５
月
26
日
㈯
、
６
月
２
日
㈯
午
前
８
時
30
分
〜

試
験
内
容
　
適
性
検
査
、
面
接
、
作
文

試
験
会
場　
市
民
病
院
８
階
講
堂

申
込
み
　
5
月
26
日
㈯
の
試
験
は
５
月
18
日
㈮
、

６
月
２
日
㈯
の
試
験
は
５
月
25
日
㈮
（
必
着
）
ま

で
に
直
接
ま
た
は
郵
送
で
市
民
病
院
総
務
課

（
〒
４
８
５・
８
５
２
０　

住
所
不
要
☎
76
・

４
１
３
１
）
へ

※
資
格
取
得
者
は
平
成
30
年
７
月
（
昭
和
43
年
7
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
た
方
）、
平
成
30
年
10
月
（
昭
和
43
年
10
月
２
日

以
降
に
生
ま
れ
た
方
）
ま
た
は
平
成
31
年
１
月
（
昭
和

44
年
１
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
）の
採
用
も
可
能
で
す
。
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